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『
文
心
雛
龍
」

に
お
け
る
五
経
と
丈
筆
美

岡

村

繁

こ
の
た
び
中
國
政
府
と
復
旦
大
學

.
文
心
雛
龍
學
會
の
特
別
な
好
意
に
よ

っ
て
、
史
上
初
め
て
中
國
と
日
本
の

『
文
心
雛
龍
』
研
究

者
が

一
堂
に
會
し
て
、
こ
の
世
界
最
古
の
腱
系
的
文
論
に
關
す
る
諸
問
題
を
討
論
す
る
機
會
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
正
に
劃
期
的
な
盛

事

で
あ
り
、
ご
同
慶
に
堪
え
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
絶
好
の
機
會
に
、
淺
學
菲
才
な
私
ま
で
も
そ
の

一
員
に
加
え
て

い
た
だ
い
て
、
多

く

の
知
友

.
同
學
の
馨
咳
に
接
し
、
そ
の
雅
教
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
從
來
若
干
な
が
ら
こ
の
古
典
の
研
究
に
從
事
し
て
き

た
私
に
と

っ
て
、
無
上
の
光
榮
で
あ
り
、
且
つ
生
涯
最
大
の
喜
び
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
こ
の
討
論
會
に
出
席
す
る
に
當
た
り
、
そ
の
研
究
畿
表
の
テ
ー
マ
と
し
て
種
々
の
問
題
を
拶
裏
に
浮
か
べ
、
ど

の
問
題
が
最
も
適
切
か
と
思
量
し
て
き
た
が
、
結
局
、
中
國
と
日
本
の
學
界
で
共
通
の
關
心
事
に
な

っ
て
い
る
重
要

な
問
題
を
取
り
上

げ

る
こ
と
が
、

こ
の
際
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
『
文
心
離
龍
』
創
作
論
の
基
盤
を
な
す
所
謂

「文
之
福
紐
」

に
關
す
る
問
題
を
選
揮
し
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
、
劉
魏
が
論
述
し
て
い
る
五
経
と
詩
文
の
美
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
平
素
私
が
考
え

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美

41



中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

て

い
る
所
を
報
告
す
る
と
共
に
、
從
來
中
國
で
も
日
本
で
も
比
較
的
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
問
題
を
も
提
起
し
て
、

以
て
諸
賢
の
雅
盈

を
乞
い
た
い
と
思
う
。

42

リ

周
知
の
よ
う
に
、
劉
魏
は
、
『文
心
雛
龍
』
五
十
篇
の
冒
頭
に

「
原
道
」
「
徴
聖
」
「
宗
経
」
及
び

「
正
緯
」
「
辮
騒
」
と
い
う
五
篇
を

列
置
し
、
こ
の
五
篇
に
つ
い
て
、
「
序
志
」
篇
に
、

蓋

『文
心
』
之
作
也
、
本
乎
道
、
師
乎
聖
、
膿
乎
経
、
酌
乎
緯
、
攣
乎
騒
。
文
之
櫃
紐
、
亦
云
極
　
。

と
言
う
。
こ
こ
に
所
謂

「
文
之
福
紐
」

の
解
繹
に
つ
い
て
は
、
從
來
中
國
で
種

々
活
溌
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
よ
う
や

く

一
鷹
の
結
論
が
出
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
文
之
福
紐
」
と
は
、
詩
文
を
し
て
眞
正
な
詩
文
た
ら
し
め

る
關

鍵

の
意
味
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
書
冒
頭
の

「文
之
福
紐
」
五
篇
は
、
劉
調

の
文
學
観
の
核
心
を
陳
述
し
た
最
も
重
要
な
部
分
で

あ
り
、
『
文
心
雛
龍
』
創
作
論
の
全
燈
を

一
貫
す
る
彼
の
基
本
的
態
度
を
表
明
し
た
部
分
で
あ
る
こ
と
、
贅
言
を
要
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「文
之
福
紐
」
五
篇
の
中
で
も
特
に
劉
鋸
の
基
本
的
な
文
學
観
を
提
示
し
た
塵
巻
部
分
は
、
本

書

開

巻

第

一
の

「原
道
」
篇
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
於

い
て
、
劉
麗
は
、
ま
ず
文
章
の
本
源
を
論
述
し
て
次
の
如
く
言
う
。

文
之
爲
徳
也
大
　
。
與
天
地
並
生
者
何
哉
。
夫
玄
黄
色
雑
、
方
圓
膿
分
、
日
月
畳
壁
、
以
垂
麗
天
之
象
、
山
川
燥
綺
、
以
鋪
理
地

之
形
。
此
蓋
道
之
文
也
。

仰
観
吐
曜
、
傭
察
含
章
、
高
卑
定
位
、
故
雨
儀
既
生
　
。
惟
人
参
之
、
性
蜜
所
鍾
、
是
謂
三
才
。
爲
五
行
之
秀
、
實
天
地
之
心
。



心
生
而
言
立
、
言
立
而
文
明
、
自
然
之
道
也
。

傍
及
萬
品
、
動
植
皆
文
。
龍
鳳
以
藻
給
呈
瑞
、
虎
豹
以
嫡
蔚
凝
姿
、

雲
霞
雛
色
、

有
喩
書
工
之
妙
、

草
木
責
華
、
無
待
錦
匠
之

奇
。
夫
豊
外
飾
、
蓋
自
然
耳
。
至
於
林
籟
結
響
、
調
如
竿
悪
、
泉
石
激
韻
、
和
若
球
鐙
。
故
形
立
則
章
成
　
。
聲
護
則
文
生
　
。

夫
以
無
識
之
物
、
欝
然
有
彩
、
有
心
之
器
、
其
無
文
欺
。

「
こ
の
第

一
大
段
の
文
に
よ
れ
ば
、
劉
鋸
は
、
天
室
に
か
が
や
く

「
日
月
」
、
大
地
を
色
ど
る

「
山
川
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
「
龍
鳳
」

「
虎
豹
」
「雲
霞
」
「
草
木
」
「林
籟
」
「泉
石
」
等
、
こ
の
世
の
森
羅
萬
象
に
は
す
べ
て
美
麗
な
文
彩
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
彩
は
、
い

ず
れ
も

「
自
然
之
道
」
の
顯
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
天
地
の
難
氣
の
凝
集
し
た

「
人
」
が
創
作
す
る
詩
文
も
亦
た
同
様

に
、
元
來

「
自
然
之
道
」
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
な
お
さ
ら
美
麗
な
文
彩
を
具
備
し
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
。

而
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
詩
文
は
文
彩
を
以
て
本
質
と
す
る
と
説
く

「原
道
」
篇
第

一
大
段
の
論
旨
は
、
本
書
春
尾
の

「序
志
」
篇
に

所
謂

「
古
來
文
章
、
以
雛
縛
成
膣
」
の
文
學
観
と
相
呼
鷹
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
劉
魏
以
前
の
古
典
に
於

い
て
、
果
た
し
て
こ
れ
ほ
ど
に
格
調
高
く
、
肚
大
で
、
し
か
も

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
文
學
護
生

論

に
接
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
劉
調
の
こ
の
新
鮮
な
文
學
観
は
、
當
時
彼
が
最
も
親
灸
し
た
に
違
い
な

い
雨
漢

・
建
安

・

太
康

・
永
明
の
各
時
代
の
傑
出
し
た
詩
文
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
感
受
す
る
麗
雅
な
心
象
と
ほ
ぼ
完
全
に
合
致
す
る
も

の
で
あ
る
。
想
像

す

る
に
、
劉
鋸
は
、
こ
れ
ら
歴
代
の
雛
琢
さ
れ
た
名
作
を
念
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
躍
動
す
る
抱
負
と
華
麗
な
騎
文
を
以
て

『
文
心
雛

龍
』
撰
述
の
最
初
の
筆
を
こ
こ
に
下
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

も

っ
と
も
、
こ
の

「原
道
」
篇
第

一
大
段
、
特
に
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
劉
麗
の
天
地
萬
物
襲
生
論
は
、
決
し
て
全
て
が
劉
魏
自
身

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

の
純
然
た
る
創
見
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
「
原
道
」
篇
に
所
謂

「
仰
観
吐
曜
、
傭
察
含
章
、
高
卑
定
位
、
故
雨
儀
生
　
。

惟
人
参
之
、

性
霊
所
鍾
、
是
謂
三
才
」
と
い
う

一
連
の
文
章
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
句
繋
僻
傳
の
語
句
に
依
擦
し
て
作
ら
れ
て
い
る
現
象
は
、
い
か
に
劉

魏
が

『
周
易
』
を
重
覗
し
て
い
た
か
を
端
的
に
示
す
事
例
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、

「
原
道
」
篇
に
所
謂

「
日
月
畳
壁
、

以
垂
麗
天
之

象
、
山
川
燥
綺
、
以
鋪
理
地
之
形
」
と
い
う
樹
偶
四
句
が
、
『
周
易
』
離
卦
象
僻

・
繋
僻
傳
の
語
句
を
用
い
る
と
共
に
、

後
漢
の
王
充

(
1
)

『
論
衡
』
に
所
謂

「
天
有
日
月
星
辰
、
謂
之
文
。

地
有
山
川
陵
谷
、

謂
之
理
」
(『
意
林
』
巻
三
引
)、
お
よ
び
馬
融

の
所
謂

「
日
月
如

畳
壁
、
五
星
如
連
珠
」

(『
尚
書
』
顧
命

「
重
光
」
繹
文
引
)
に
依
擦
し
て
作
ら
れ
て
い
る
現
象
は
、
劉
魏
が
漢
儒
の
學
説
を
も
相
當
に

取

り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

一
つ
の
謹
左
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
第

一
大
段
の
主
眼
で
あ
る

「
自
然
之
道
」
と
い
う
天
地
萬

物

の
根
源
的
概
念
は
、
た
し
か
に
本
書
で
は

『
周
易
』

の

「
太
極
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
用
語
自
膿
は
元
來

(
2
)

『
老
子
』
『荘
子
』
を
源
流
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
道
家
の
宇
宙
萬
物
本
源
論
の
範
疇
に
屡
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

「
原
道
」
篇
第

一
大
段
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
周
易
』
の
儒
教
的
宇
宙
起
源
論
を
中
軸
に
し
、
こ
れ
に

「
自

然
之
道
」
と
い
う
道
家
の
宇
宙
根
源
概
念
や
漢
儒
の
學
説
等
を
融
合
吸
牧
し
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
自
然
美
乏
藝
術
美
と
の
關
係
づ
け

に
適
用
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
劉
魏
で
あ

っ
た
。
劉
魏
は
、
は
じ
め
て
宇
宙
萬
物

の
美

の
根
源
を

「自
然
之
道
」
と
認
定
七
て
、
そ

(
3
)

こ
か
ら
生
成
し
た
自
然
美
と
藝
術
美
と
に
同
等
の
地
位
を
給
與
し
た
わ
け
で
あ
る
。
思
う
に
、
か
く
の
ご
と
く
劉
鋸
が
、
天
地
萬
物
の

起
源
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
美
の
起
源
を

「自
然
之
道
」
と
認
定
し
た
時
、
彼

の
所
謂

「自
然
之
道
」
は
、
た
と
え
観
念
的
に

は

『
周
易
』
の

「
太
極
」
と
同
義
の
概
念
に
こ
れ
を
用
い
た
と

し

て

も
、

既
に
そ
れ
は
漢
儒
の
説
く

「
元
氣
」
や

「北
辰
」
で
も
な

く
、
況
ん
や
玄
學
の
徒
が
説
く

「無
」
で
も
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
更
に
明
確
に
言
え
ば
、
彼
は
、
「
自
然
之
道
」
の
具
膿
的
な
イ

44



メ
ー
ジ
と
し
て
、
佛
教
に
お
け
る
理
想
郷
、
つ
ま
り
萬
花
開
き
百
鳥
噂
る
極
樂
浄
土
を
拶
裏
に
描
い
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
天
地
萬
物
の
自
然
美
も
詩
文
の
藝
術
美
も
、
共
に
美
の
根
源
で
あ
る

「
自
然
之
道
」
が
そ

の
ま
ま
顯
現
し
獲
露

し
た
も
の
だ
、
と
い
う
劉
魏
の
論
理
に
從
う
な
ら
ば
、
「
性
蜜
所
鍾
」

の

「
人
」
は
、
「
無
識
」

の
禽
獣
草
木
以
上
に
、
美
の
獲
揚
が
容

易

で
あ
り
、
か
つ
精
彩
あ
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
荷
く
も
人
間
に
森
羅
萬
象
の
自
然
美
と
共
鳴
す

る
美

へ
の
憧
憬
が
あ

る
か
ぎ
り
、
そ
の
詩
文
は
、
山
川
草
木
の
場
合
と
同
様
に
、
何

一
つ
媒
農
を
必
要
と
せ
ず
、
お
の
ず
か
ら
文
彩
豊
か
な
完
全
美
を
獲
揮

し
得
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
劉
麗
は
、
上
文
に
つ
づ
く

「
原
道
」
篇
第
二
大
段

・
第
三
大
段
に
至
り
、
わ
れ
わ
れ
の
常
識
的
な
豫
測
を
は
ぐ
ら
か
し

て
、
こ
の

「
自
然
之
道
」
と
純
粋
な
詩
文
の
藝
術
美
と
を
直
接
的
な
因
果
關
係
で
結
び
つ
け
る
論
述

へ
と
は
進
展
し
な
い
で
、
都

っ
て

一
見
藝
術
美
と
は
相
當
疎
遠
に
見
え
る

「
聖
人
」
「
経
典
」
を
顯
彰
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

髪
自
風
姓
、
畳
於
孔
子
、
玄
聖
創
典
、
素
王
述
訓
。
莫
不
原
道
心
以
敷
章
、
研
神
理
而
設
教
。
取
象
乎
河
洛
、
問
敷
乎
著
亀
、
観

天
文
以
極
攣
、
察
人
交
以
成
化
。
然
後
能
経
緯
匠
宇
、
彌
輪
舞
憲
、
獲
揮
事
業
、
彪
柄
僻
義
。
故
知
道
洛
聖

以
垂
文
、
聖
因
文
而

明
道
、
労
通
而
無
滞
、
日
用
而
不
置
O
『
易
』
日

「
鼓
天
下
之
動
者
、
存
乎
僻
O」
僻
之
所
以
能
鼓
天
下
者
、
乃
道
之
文
也
。

こ
の
論
旨
は
、
上
述
の
第

一
大
段
と
は
著
し
く
志
趣
を
異
に
し
て
、
半
ば
道
徳
的
、
半
ば
文
學
的
な
ど

っ
ち
附

か
ず
の
評
債
に
な

っ

て
お
り
、
ま
た

『
周
易
』
に
見
え
る

「僻
」
は
元
來
卦
交
僻
を
指
し
て
い
る
の
に
、
劉
魏
は
こ
れ
を
柾
げ
て
文
僻

の
意
味
に
韓
用
す
る

等
、

か
な
り
牽
強
附
會
な
論
述
に
な

っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

と
に
か
く
劉
魏
の
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
聖
人
」

こ
そ
が

「
盲
然
之

道
」
を
膣
得
し
た
先
畳
者
で
あ
り
、
「輕
典
」
こ
そ
が

「
自
然
之
道
」
を
顯
現
し
た
規
範
的
文
彩
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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か
く
し
て
劉
魏
は
、

「
原
道
」
篇
に
つ
づ
く

「
徴
聖
」
「
宗
経
」
爾
篇
に
於
い
て
、

「自
然
之
道
」
と
詩
文
の
藝
術
美
と
の
中
間
に
儒

家
の

「
聖
人
」
と

「経
典
」
と
を
介
在
せ
し
め
、

「
聖
人
」
が
著
述
し
編
纂
し
た

「経
典
」

こ
そ
詩
文
創
作
の
最
高
模
範
だ
と
し
て
、

次

の
ご
と
く
言
う
。

至
於
根
抵
盤
固
、
枝
葉
峻
茂
、
贈
約
而
旨
豊
、
事
近
而
喩
遠
。
是
以
往
者
難
薔
、
而
鯨
味
日
新
、
後
進
追
取
而
非
晩
、
前
修
久
用

而
未
先
。
可
謂

「太
山
偏
雨
、
河
潤
千
里
」
者
也
。
(宗
経
)

そ
し
て
劉
魏
は
、
さ
ら
に
こ
の
儒
學
的
文
學
観
を
推
し
進
め
て
、
終
に
次
の
如
き
極
め
て
牽
強
附
會
な
交
膣
起
源
論
を
提
唱
す
る
に

至

っ
た
。

故
論
説
僻
序
、
則

『
易
』
統
其
首
D
詔
策
章
奏
、
則

『書
』
獲
其
源
。
賦
碩
謁
讃
、
則

『詩
』
立
其
本
。
銘
諌
箴
祝
、
則

『
禮
』

総
其
端
。
紀
傳
盟
激
、
則

『
春
秋
』
爲
根
。
(同
上
)

(
4
)

こ
の
文
膣
起
源
論
は
、
や
が
て
間
も
な
く
北
齊
の
顔
之
推
の

『顔
氏
家
訓
』
文
章
篇
に
縫
承
さ
れ
た
と
は
い
え
、

こ
れ
を
客
観
的

に

文
學
史
の
上
か
ら
考
察
し
た
場
合
、
明
ら
か
に
劉
魏
の
儒
學
的
文
學
観
に
よ
る
勇
み
足
で
あ
り
、
彼
の
観
念
的
文
學
史
観
に
よ
る
論
理

の
飛
躍
で
あ
り
、
論
理
の
破
綻
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
劉
鋸
の
牽
強
附
會
な
儒
教
的
文
學
理
論
は
、
彼
の
い
か
な
る
意
圖
に
由
'

っ
て
構
築
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
か
。

二

、こ
こ
で
、
今
後
の
私
の
論
述
と
そ
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
、
前
以
て
漢
魏
六
朝
時
代
に
於
け
る
詩
文
、の
各
種
文
農
の
生
成
情
況

46

"



に
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
漢
魏
六
朝
時
代
に
、
有
識
階
級
の
間
で
行
な
わ
れ
た
詩
文
の
各
種
文
膿
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
お

お
む
ね
儒
學
の
五
経
と
は
無
縁
な
創
作
環
境
の
中
か
ら
獲
生
し
、
か
つ
成
育
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
便
宜
上
、
こ
れ
ら
の

各
種
文
禮
の
内
、
特
に
當
時
の
文
壇
に
於
け
る
代
表
的
な
文
膿
で
あ

っ
た
僻
賦
と
五
言
詩
と
を
取
り
上
げ
、
こ
の
爾
者
の
獲
生
事
由
に

就

い
て
、
概
略
な
が
ら
私
見
を
述
べ
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
僻
賦
に
就
い
て
論
述
す
れ
ば
、
從
來

「
離
騒
」
を
は
じ
め
と
す
る
楚
僻
作
品
は
、
楚

の
悲
劇
的
な
愛
國
詩
人
屈
原
が
創
始
し
た

も
の
と
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
屈
原
創
始
説
の
元
租
は
、
周
知
の
ご
と
く
前
漢
の
司
馬
遷

の

『史
記
』
屈
原
傳
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ

の

『
史
記
』
屈
原
傳
の
大
部
分
は
、
特
別
に
當
時
の
貴
重
な
屈
原
の
傳
記
資
料
に
依
擦
し
た
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
常
見
す
る

『局
易
』
・
『史
記
』
楚
世
家

・
「
漁
夫
」
・
「懐
沙
」
を
韓
用
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
そ
の
残
絵
の
小
部
分
も
、

ほ
と
ん
ど
司

馬
遷
と
同
時
の
潅
南
王
劉
安
撰

「離
騒
傳
」
か
ら
借
用
し
て
き
た
可
能
性
が
濃
厚
で
あ
る
。
從

っ
て
、
か
つ
て
青
木
正
児
は
、
こ
の
屈

原
傳
の
編
述
に
關
し
て
次
の
よ
う
な
敏
鏡
な
推
定
を
提
起
し
て
い
る
。

全
腱
に
此
の
傳
は
、

時
代
の
背
景
と
、
「
離
騒
」
篇

に
關
す
る
評
論
と
、
懐
王
の
不
明
に
封
す
る
非
難
と
に
多
く
の
言
葉
を
費
し

て
,
屈
原
自
身
の
事
蹟
を
叙
す
る
こ
と
は
甚
だ
僅
少
で
朦
朧
と
し
て
い
る
。
察
す
る
と
こ
ろ
、
漢
代
に
於
い
て
屈
原
の
事
蹟
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
ら
し
く
、
そ
れ
を

『
史
記
』
の
編
者
が
彼
に
繋
す
る
同
情
か
ら
、
そ
の
傳
記
を
な

る
べ
く
輝
か
し
い

(
5
)

も
の
に
作
り
上
げ
よ
う
と
努
め
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
推
定
は
、
す
こ
ぶ
る
示
唆
に
富
み
、
か
つ
問
題
の
核
心
を
突
い
て
い
る
。
思
う
に
、
屈
原
傳
は
、
も
と
も
と
興
味
深
い
物
語
り

で
は
あ

っ
て
も
、
全
面
的
に
信
頼
で
き
る
事
蹟
の
記
録
で
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
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そ
こ
で
試
み
に
、
比
較
的
古
い
時
期
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
楚
辞
作
品
の
丙
、
屈

原
を
主
人
公
と
す
る
三
部
作

「離
騒
」
「
九

章
」
「
九
辮
」
を
取
位
上
げ
・

こ
れ
ら
三
う
の
作
品
グ
ル
ー
プ

の
間
で
共
用
さ
れ
て
帆
る
類
似
句
に
就
い
て
馬
そ

の
相
關
關
係
を
観
察

し
、
以
て
こ
れ
ら
の
楚
僻
作
品
の
創
作
過
程
を
推
定
し
て
み
よ
・う
ど
恵
う
。
私
が
か
か
る
研
究
方
法
を
用
い
た
理
由

は
、
こ
の
三
つ
の

作
品
グ
ル
レ
プ
の
問
に
特
に
類
似
句
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
そ
の
表
現
上
に
於
け
る
顯
著
な
特
色
と
認
め
る
こ
と
が
で

き

る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
作
品
の
内
容
か
ら
見
る
よ
り
も
、
そ
の
形
式
か
ら
考
察
し
た
方
が
、
客
観
的
に
的
確
な
見
通
し
を
立
て
る
こ
、

と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

第

一
に
、
「
離
騒
」
と

「九
章
」
各
篇
(四
言
の
歌
謡
様
式
で
作
ら
れ
た

「
橘
碩
」
を
除
く
)
と
の
間
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
類

似
句
の
授
受
關
係
が
総
計
二
十
八
例
も
検
出
さ
れ
る
。

○
指
九
天
以
爲
正
号

(離
騒
)
i
l
指
蒼
天
以
爲
正

(惜
諦
)

○
芳
與
澤
其
雑
揉
号

(離
騒
)
i
ー
芳
與
澤
其
雑
揉
号

(思
美
人
)

(惜
往
日
)

○
寧
潅
死
以
流
亡
号

(離
騒
)
ー
ー
寧
潅
死
而
流
亡
号

(惜
往
日
)
・
寧
逝
死
而
流
亡
号

(悲
回
風
)

今
暫
く

「離
騒
」
と

「九
章
」
各
篇
と
の
間
の
具
腱
的
な
前
後
關
係
に
就
い
て
は
論
及
し
な
い
が
、
楚
僻
の
朗
諦
様
式
の
作
品
が
こ

の
よ
う
に
明
瞭
な
模
倣
表
現
を
頻
繁
に
採
用
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
意
圖
的
な
手
法
で
あ

っ
て
、
目
で
讃
む
の
で
は
な
く
耳
で
聞

く

朗
論
文
學
と
し
て
の
演
出
敷
果
を
狙

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
九
章
」
各
篇
が
そ
れ
ぞ
れ
に

「
離
騒
」
と
共
有
す
る

数
似
句
の
句
数
は
、
こ
れ
を
頻
度
順
に
表
示
し
た
場
合
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
。

(数
字
は
類
似
句
数
を
示
す
。
)
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哀

郵

懐

沙

0

1

渉

江
2

抽

思

本
文
・
少
歌
石

颪

2

1

惜
往
日

4
.

惜

諦
5

悲
同
風

5

思
美
人

8

こ
の
句
激
表
に
よ
れ
ば
、

大
略
の
傾
向
と
し
て
、
「
離
騒
」
と
親
密
な
類
似
句
の
授
受
關
係
を
結
ん
で
い
る
の
は
、

「
惜
調
」
「
思
美

人
」
「
惜
往
日
」
「
悲
同
風
」
と
い
う

「
気
」
を
持
た
な
い
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
て

「齪
」
を
持
つ

「渉
江
」
「
哀
郵
」
「
抽
思
」

、「
懐
沙
」
四
篇
は
、
比
較
的

「
離
騒
」
と
の
授
受
關
係
が
稀
薄
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、

就
中

「哀
郵
」
に
至

っ
て
は
、
「
離
騒
」
と

唯

の

一
句
も
關
…聯
が
な
い
。

第
二
に
、

宋
玉
の
作
品
と
言
わ
れ
る

「九
辮
」
に
覗
顯
を
移
し
て
、

こ
の
作
品
と

「離
騒
」
「
九
出昌

各
篇
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る

類
似
句
の
授
受
關
係
を
見
て
み
る
と
、
次
の
句
数
表
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
。

離

騒

15

哀

郷

13

悲

同

風

3

惜

説

2

思

美

人

2

渉

江

1

抽

思

0

懐

沙

0

惜

往

目

0

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
前
述
の
ご
と
く
類
似
句
上
の
相
互
關
係
が
全
く
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

「離
騒
」
と

「哀
郵
」

の
二
篇
だ
け
が
、

奇
妙
に
も
際
立

っ
て

「
九
辮
」
と
密
接
な
授
受
關
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
明
確
に
わ
か
る
。
そ
し
て
、
他
の

「悲

同
風
」
以
下
の
諸

篇

と

「九
辮
」
と
の
相
互
關
係
は
、
ほ
と
ん
ど
取
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
稀
薄
で
あ
り
、
或
い
は
絶
無
で
あ
る
。
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で
は
、
こ
の
よ
う
な

「離
騒
」
「
哀
鄙
」
二
篇
を
め
ぐ
る
奇
妙
な
類
似
句
現
象
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
必
然
性
に
よ

っ
て
生

じ

た

の
で
あ
ろ
う
か
O

こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、

「
離
騒
」
「哀
郵
」
「
渉
江
」
「抽
思
」
「
懐
沙
」
の
長
短
五
篇
が
持

つ

「風
」
の

詩
形
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
、
最
も
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
篇
の
内
、
「
離
騒
」
「
哀
鄙
」
二
篇
の
齪
僻
だ
け
は
、
い
ず
れ
も
句
数

が
僅
か
数
句
に
過
ぎ
ず
、
從

っ
て
押
韻
も
簡
輩
に

一
韻
だ
け
で
用
を
足
し
て
お
り
、
ま
た
毎
句
の
構
造
も
本
文
と
全
く
代
り
映
え
の
し

な

い
朗
諦
様
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て

「
渉
江
」
「抽
思
」
「
懐
沙
」
三
篇
の
齪
僻
は
、
そ
れ
ぞ
れ
句
数
が
十
二
句

・
二
十
句

・
二
十

句

に
長
篇
化
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
押
韻
も
三
回
或
は
五
回
も
換
韻
し
て
音
調
の
攣
化
を
は
か

っ
て
お
り
、
か
つ
本
文
の
朗
論
様
式
と

は
全
く
異
な
る
四
言
の
歌
謡
様
式
を
採
用
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
気
僻
の
表
現
様
式
の
相
違
か
ら
推
定
す

れ
ば

、

明
ら
か
に

「離

騒
」
「
哀
郵
」
二
篇
は
、
「
渉
江
」
「
抽
思
」
「
懐
沙
」
三
篇
よ
り
も
古
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
古
い
侍
期
の
作
品

「離
騒
」
「哀
郵
」
二
篇
は
、

前
に
類
似
句
の
授
受
關
係
か
ら
考
察
し
た
よ
う

に
、

類
似
句
の
上

で
相
互
に
全
く
關
係
の
な
い
作
品
で
あ

っ
た
。

恐
ら
く
、

「
離
騒
」
と
い
う
虚
構
の
長
篇
作
品
と

「哀
郵
」
と
い
う
非
虚
構
の
短
篇
作

品
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
作
風
や
護
想
を
異
に
す
る
別
個
の
作
者
が
、
雨
者
相
互
に
直
接
影
響
し
合
う
こ
と
な
く
、
ほ
娠
時
期
を
同
じ
う
七

て
獲
表
し
た
最
古
の
傑
作
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
宋
玉
の

「
九
辮
」
は
、
こ
の
楚
僻
最
古
の
二
大
傑
作
を
重
覗
し
、
こ
れ
を
最

大

限
に
創
作
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
、
「
離
騒
」
と
比
較
的
親
密
な
類
似
句
の
授
受
關
係
を
結
ん
で
い
た

「惜
諦
」
「
思
美
人
」
「
惜
往
日
」
「
悲
同
風
」
及
び
宋
玉
の

「
九
辮
」
の
五
篇
は
、
前
述
の

「離
騒
」
「
哀
郵
」
等
五
篇
と
創
作
的
手
法
を
異
に
し
て
い
る
所
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
惜
諦
」
等

四
篇
と

「九
辮
」
と
は
、

い
ず
れ
も
篇
末
に
徽
僻
を
持

っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
押
韻
の
仕
方
も
複
雑
多
岐
に
な

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
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篇
名
の
つ
け
方
ま
で
も
全
く
異
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
就
中
、
押
韻
の
仕
方
は
、

か
の

「
渉
江
」
等
三
篇
の
本
文
が
、
「
離
騒
」

h
哀
郵
」
の
本
文
と
同
様
、
い
ず
れ
も
嚴
格
に
四
句
二
韻
の
押
韻
方
式
を
以
て
終
始
し
て
い
る
の
に
、
こ
の

「
惜
諦
」
等
四
篇
と

「
九

辮

」
と
は
、
い
ず
れ
も
或
は
六
句
三
韻
を
混
用
し
た
り
、
或
は
多
句
同
韻
を
混
用
し
た
り
し
て
、
創
作
技
巧
が
相
當

に
複
雑
化
し
て
い

る
。
斯
様
な
現
象
か
ら
推
せ
ば
、
明
ら
か
に

「
惜
諦
」
等
四
篇
と

「
九
辮
」
と
は
、
い
ず
れ
も
前
述
の

「
渉
江
」
「抽

思
」
「
懐
沙
」
三

篇

よ
り
更
に
後
出
の
作
品
で
あ
る
。

以
上
の
考
謹
を
要
約
す
れ
ば
、
屈
原
を
主
人
公
と
す
る
初
期
の
楚
僻
文
學
は
、

ま
ず

「離
騒
」

「
哀
墓

二
篇
が
作
り
出
さ
れ
、
つ

い
で

「
渉
江
」
「抽
思
」
「
懐
沙
」
三
篇
が
こ
れ
に
追
随
し
て
獲
表
さ
れ
、

さ
ら
に
以
後
、

「
齪
」

の
長
篇
化

・
歌
諸
化
に
由

っ
て
、
お

の
ず
か
ら
朗
論
様
式
の
本
文
と
歌
謡
様
式
の
齪
僻
と
が
分
裂
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
す
る
よ
う
に
な
り
、
斯
く
し
て
朗
論
様
式
だ
け
の

「
惜
諦
」
「
思
美
人
」
「
惜
往
日
」
「
悲
同
風
」
等
が
出
現
す
る
と
共
に
、

一
方
で
は
胤
僻
と
同
形
の
歌
謡
様
式
で
あ
る

「
橘
頚
」
が

出

現

し
て
き
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。

冒
と
に
か
く

「離
騒
」
「哀
郵
」
に
始
ま
る
楚
僻
の
諸
作
品
は
、
い
ず
れ
も
徹
頭
徹
尾
、
靡
麗
で
雛
琢
さ
れ
た
珠
玉
の
藝
術
品
で
あ
る
。

從

っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
作
品
は
、
主
人
公
の
屈
原
自
身
の
創
作
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
當
時
の
楚
國
に
お
け
る
宮
廷
詩
人
た
ち
が
、

こ
の
悲
運
の
忠
臣
を
悼
み
慕
う
人
々
か
ら
の
共
感
或
は
喝
采
を
指
望
し
て
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
職
人
的
に
作
り
出
し
た
競
作
の
所
産
で
は
な

か
っ
た
総

そ
し
て
、
か
く
の
ご
と
く
戦
國
末
期
の
楚
國
の
宮
廷
に
於
い
て
、
純
然
た
る
貴
族
文
學
と
し
て
獲
生
し
嚢
展
し
た
僻
賦
は
、
そ
の
正

統

な
作
風
が
、
や
が
て
江
潅
出
身
の
枚
乗

・
荘
忌
等
に
よ

っ
て
縫
承
さ
れ
、
終
に
前
漢
武
帝
の
世
に
至

っ
て
、
武
帝
は
、
從
來
の
陸
質

・

,内
文
心
雛
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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頁
誼
以
來
の
攣
則
的
蹴
賦
を
排
し
て
、
新
た
に
江
潅
系
の
正
統
的
僻
賦
を
宮
廷
文
壇
に
採
揮
し
た
。
か
く
し
て
楚
僻

以
來
の
僻
賦
は
、

(
7
)

始

め
て
宮
廷
文
學
の
中
核
的
地
歩
を
確
立
し
た
わ
け
で
あ
る
。

25

三

 

五
言
詩
の
獲
鮮
と
そ
の
中
央
進
出
過
程
も
、
僻
賦
の
情
況
と
少
な
か
ら
ず
似
通

っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
劉
鶴
は
、

五
言
詩
の
源
流
に

言

及
し
て
、
『
文
心
雛
龍
』
明
詩
篇
に
次
の
ご
と
く
言
う
。

按
召
南

「
行
露
」
、
始
肇
半
章
、
濡
子

「槍
浪
」
、
亦
有
全
曲
。
「
暇
豫
」
優
歌
、
遠
見
春
秋
、
「邪
径
」
童
謡
、
近
在
成
世
。
閲
時

取
徴
、
則
五
言
久
矣
。

し

か
し
、

劉
裾
が
提
示
し
た
最
古
の
五
言
歌
謡
、

部
ち

『詩
経
』

召
南
の

「
行
露
」
に
し
て
も

『
國
語
』
否
語
の
優
施
の
歌
に
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
歌
謡
は
い
ず
れ
も
劉
甥
が
古
典
の
中
か
ら
無
原
則
に
捜
し
出
し
て
き
た
古
代
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
決
し

て
漢
魏
六
朝
時
代
の
五
言
詩
が
生
ま
れ
出
て
き
た
淵
源
を
言
い
當
て
た
も

の
で
は
な
い
。
ま
た
、
上
二
字

・
下
三
字
と
い
う
五
言
詩
の

基
本
的
構
造
様
式
は
、

七
言
詩
形
の
場
合
と
異
な
り
、

『
詩
経
』

は
じ
め
古
代
歌
謡
の
主
流
を
占
め
る
四
言
詩
形
か
ら
直
接
ス
ム
ー
ス

に
生
ま
れ
出
て
來
る
性
質
の
も
の
で
も
な
い
。
四
言
と
五
言
と
は
本
質
的
に
リ
ズ
ム
が
馴
染
ま
な
い
か
ら
で
あ
る
。

今
試
み
に
、
比
較
的
信
頼
で
き
る
文
献
に
依
擦
し
て
、
前
漢
時
代
に
直
接
つ
な
が
る
職
國
秦
漢
時
代
の
五
言
詩
を
拾
い
上
げ
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
諸
例
が
あ
る
。

ま
ず
、
す
で
に
劉
鋸
も
指
摘
し
て
い
る
も
の
だ
が
、
『
孟
子
』
離
婁
上
篇
に
次
の
ご
と
く
言
う
。



有
濡
子
歌
日
、
「
槍
浪
之
水
清
号
、
可
以
濯
我
縷
。

槍
浪
之
水
濁
分
、
可
以
濯
我
足
。」
孔
子
旧
、
「
小
子
聴
之
。

清
斯
濯
縷
、
濁

斯
濯
足
　
。
自
取
之
也
。」

こ
の
童
謡
は
、
周
知
の
ご
と
く

『
楚
僻
』
漁
父
篇
に
も
江
潭
の

一
老
漁
夫
の
歌
と
し
て
再
び
見
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
槍
浪

(漢
水
)

流
域
で
生
ま
れ
た
こ
の
童
謡
は
、
楚
の
地
方
に
於
い
て
、
少
な
く
と
も
孟
子
の
活
躍
し
た
前
四
世
紀
末
か
ら
漁
父
篇

の
作
ら
れ
た
秦
漢

時

代
ま
で
、
相
當
長
期
間
に
わ
た
っ
て
流
行
し
つ
づ
け
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

つ
ぎ
に
、
楚
漢
抗
孚
の
際
、
か
の
項
羽
は
咳
下
に
於
い
て
次
の
有
名
な
楚
調
の
歌
を
詠
ん
だ
。
曰
く
、

力
抜
山
号
氣
蓋
世
、
時
不
利
分
離
不
逝
。
雛
不
逝
号
可
奈
何
、
虞
号
虞
号
奈
若
何
。
(『
史
記
』
項
羽
本
紀

・
『漢
書
』
項
籍
傳
引
)

す
る
と
虞
美
人
も
こ
れ
に
和
し
た
。
前
漢
の
陸
質
の

『
楚
漢
春
秋
』

に
は
、
こ
の
時
の
虞
美
人
の
歌
を
記
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

歌
日
、
「
漢
兵
已
略
地
、
四
方
楚
歌
聲
。
大
王
意
氣
壷
、
賎
妾
何
柳
生
。」

(『
史
記
』
項
羽
本
紀

『正
義
』
引
)

な
お
、
こ
の
虞
美
人
の
五
言
四
句
の
歌
謡
は
、

『
史
記
』
項
羽
本
紀
に
も

『漢
書
』
項
籍
傳
に
も
載
録
さ
れ
て
い
な

い
。

そ
れ
で
、
こ

の
歌
は
、
從
來
と
か
く
偲
作
と
疑
わ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
『漢
書
』
項
籍
傳
の
文
は
、

ほ
と
ん
ど

『
史
記
』
項
羽
本
紀
の
文

を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
唯

『
史
記
』
『
漢
書
』
に
見
え
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

こ
の
歌
を
偽
作
と
疑
う
こ
と
は
、

あ
ま

り
に
も
輕
率
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、

私
が
茄
津
林
の

『
楚
漢
春
秋
』
輯
本
に
糠

ρ
て
逐

一
そ
の
逸
文
を
検
し
た
と
こ
ろ
、
『
楚
漢
春

(
8
)

秋
』

に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
に

『
史
記
』
『漢
書
』
が
載
録
し
て
い
な
い
事
例
は
、
實
は
他
に
も
幾

つ
か
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
虞
美
人
が
項
羽
に
唱
和
し
て
上
記
の
五
言
歌
謡
を
詠
ん
だ
時

(
前
二
〇
二
年
)
か
ら
僅
か
十
年
の
後
、
漢
の
高
祀
の

戚
夫
人
に
も
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
脛
と
文
筆
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高
祖
崩
、
恵
帝
立
。
呂
公
爲
皇
太
后
、
乃
令
永
巷
囚
戚
夫
人
、
髭
鉗
衣
賭
衣
、
令
春
。
戚
夫
人
春
且
歌
日
、
「
子
爲
王
、
母
爲
虜
。

終
日
春
薄
暮
、
常
與
死
爲
伍
。
相
離
三
千
里
、
當
誰
使
告
女
。」

(『漢
書
』
外
戚
傳
上
)

こ
の
歌
も
明
ら
か
に
五
言
を
主
燈
に
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
實
際
に
は
最
初
の
三
言
二
句
も
五
言
の
リ
ズ
ム
に
從

っ
て
歌

っ
た
可
能
性

が
大
き
い
。
そ
し
て
、
こ
の
歌
が
三
言
を
重
ね
る
形
式
で
始
ま

っ
て
い
る
現
象
は
、
も
と
も
と
こ
れ
が
楚
調
を
帯
び
た
歌
で
あ

っ
た
ら

し
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
戚
夫
人
は
、
『
史
記
』
留
侯
世
家

・
『漢
書
』
張
良
傳
に
よ
れ
ば
、
楚
の

歌
舞
を
善
く
す
る
當
時
出
色
の
才
女
で
あ

っ
た
。

以
上
の
諸
例
か
ら
推
察
す
る
と
、
五
言
の
歌
謡
リ
ズ
ム
は
、
楚
の
地
方
の
婦
女
子
の
間
で
愛
好
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た

ノ

そ

の
五
言
詩
形
も
、
少
な
く
と
も
前
漢
初
期
に
は
、
お
お
む
ね
骨
組
が
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
五
言
歌
謡
は
、
か
つ
て

「濡
子
」
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
。
ま
た

『宋
書
』
樂
志
の

「相
和
曲
」
の
中
に
は
、
次

の
ご
と
く
極
め
て
素
朴
な
江
南
の

「古
僻
」
(漢
の
奮
歌
)
が
見
え
る
。

江
南
可
採
蓮
、
蓮
葉
何
田
田
。
魚
戯
蓮
葉
間
、
魚
戯
蓮
葉
東
、
魚
戯
蓮
葉
西
、
魚
戯
蓮
葉
南
、
魚
戯
蓮
葉
北
。

こ
の
歌
は
、
明
ら
か
に
田
園
歌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
實
か
ら
推
察
す
る
と
、
元
來
五
言
歌
謡
は
、
楚
國
の
民
衆

生
活
に
深
く
根
を

下

ろ
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
確
實
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
『
樂
府
詩
集
』
巻
四
十

一
の

「
相
和
歌
僻
」
の
内
、
「
楚

調
曲
」
の
「
古
壁

は

「
白
頭
吟
」
二
首

・
「怨
詩
行
」

一
首
の
合
計
三
首
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
楚
調
三
首
は
い
ず
れ
庵
完
全
な
五
言
歌
諸
で

あ

る
。

こ
の
現
象
も
、
や
は
り
楚
歌
の
曲
調
と
五
言
詩
形
と
の
深
い
關
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
楚
の
項
羽
の

「
核
下
歌
」
や
漢
の
高
租
の

「大
風
歌
」
等
に
代
表
さ
れ
る

「
九
歌
」
系
の
歌
謡
は
、
す
べ
て
楚
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國

の
男
性
が
愛
用
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
濁
し
て
五
言
歌
謡
は
、
元
來
楚
國
の
民
衆
生
活
の
中
か
ら
生
産
さ
れ
、
主
と
し
て
楚

國

の
婦
女
子
の
間
で
愛
好
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
旋
律
は
、
本
來
甘
美
で
あ
り
哀
切
で
あ

る
こ
と
を
特
敬
と

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

さ

て
、
前
漢
初
期
と
い
う
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
楚
國
の
婦
女
子
の
間
で
愛
好
さ
れ
流
行
し
て
い
た
五
言
歌
謡
が
、
首
都
長
安
に
進
出

す

る
の
に
絶
好
の
機
會
で
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
高
租
の
九
年

(前

一
九
八
年
)
、
西
域
よ
り
蹄
朝
し
た
婁
敬
の
献
言
に
よ

っ
て

、

楚
國
と
齊
國
の
豪
族
名
家
十
駐

人
を
關
中
に
移
す
と
い
ぢ

國
家
防
衛
の
大
政
策
が
断
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
麗

か
く
し
て
・
元
來

「
實
少
人
」
の
長
安
市
街
は
、
國
家
の
統
治
者
に
連
接
す
る
大
量
の
新
來
集
團
に
よ
っ
て
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。
し
て
み
れ
ば
、
首
都
全

域

に
於
い
て
、
宮
廷
と
市
街
と
を
問
わ
ず
、
楚
國
の
民
謡
が
流
行
し
な
い
方
が
、
む
し
ろ
不
思
議
で
あ
る
。
畢
寛
、
楚
國
に
於

い
て
男

性
が
愛
好
し
た
僻
賦
文
學
も
、
婦
女
子
の
間
で
流
行
し
た
五
言
歌
謡
も
、
そ
の
中
央

へ
の
進
出
過
程
は
、
宿
命
的
に
ほ
ぼ
同
檬
な
道
筋

を

た
ど

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
漢
室
草
創
の
時
期
か
ら
数
十
年
を
経
た
武
帝
の
時
、
武
帝
の
寵
臣
李
延
年
は
、
次
の
有
名
な
五
言
歌
謡

を
詠
じ
て
い
る
。

北
方
有
佳
人
、
絶
世
而
濁
立
。
、一
顧
傾
人
城
、
再
顧
傾
人
國
。
〔寧
不
知
〕
傾
城
與
傾
國
、
佳
人
難
再
得
。
(『
漢
書
』外
戚
傳
上
)

こ
の
輕
妙
な
五
言
歌
謡
が
出
現
し
た
前
後
、
五
言
の
詩
形
は
、
す
で
に
長
安
宮
廷
に
於
い
て
牢
固
た
る
文
學
的
地
位
を
占
有
し
て
い
た

(10
)

と

推

定

し

て
よ

い
。

四
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漢
魏
六
朝
文
學
の
主
流
を
な
す
僻
賦
と
五
言
詩

は
、

上
述
の
ご
と
く
、

儒
學
の
五
経
と

は
殆
ど
無
縁
な
創
作
環

境
の
中
か

ら
獲
生

し
、
か
つ
成
育
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
就
中
僻
賦
の
高
度
な
藝
術
性
と
麗
雅
な
表
現
技
法
は
、
常
に
詩
歌
や
そ
の
他
の
各
種
文

膣

の
創
作
に
絶
大
な
影
響
を
與
え
、
こ
れ
ら
の
藝
術
的
成
熟
に
寄
與
す
る
と
こ
ろ
が
頗
る
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
當
時
の
詩
文
創

作

は
、
す
で
に

「原
道
」
篇
第

一
大
段
で
見
た
よ
う
に
、
内
容
に
於
い
て
も
表
現
に
於
い
て
も
、
ひ
た
す
ら
藝
術
的
な
美
を
追
求
す
る

も

の
で
あ

っ
た
と
言

っ
て
過
言
で
は
な
い
。

從

っ
て
、
當
時
の
本
格
的
な
文
腱
論
は
、
最
初
、
こ
の
よ
う
な
雨
漢
以
來

の
傳
統
的
詩
文
創
作
の
路
線
に
素
直
に
沿
い
な
が
ら
、
詩

文
を

「
聖
人
」
や

「
経
典
」
か
ら
完
全
に
切
り
離
し
て
、
純
然
た
る
創
作
美
學
の
観
黙
よ
り
先
ず
出
獲
し
た
。
す
な
わ
ち
魏
の
曹
　
の

『
典
論
』
論
文
に
言
う
。

夫
交
本
同
而
末
異
。
蓋
奏
議
宜
雅
、
書
論
宜
理
、
銘
諌
尚
實
、
詩
賦
欲
麗
。
此
四
科
不
同
。
故
能
之
者
偏
也
。
唯
通

才

能

備

其

膣
。

ま
た
西
巫日
の
陸
機

の

「文
賦
」
に
言
う
。

詩
縁
情
而
綺
靡
、
賦
膣
物
而
測
亮
、
碑
披
文
以
相
質
、
諌
纏
綿
而
棲
愴
、
銘
博
約
而
温
潤
、
箴
頓
挫
而
清
肚
、
碩
優
遊
以
彬
蔚
、

論
精
微
而
朗
暢
、
奏
平
徹
以
閑
雅
、
説
偉
曄
而
講
証
。
錐
匿
分
之
在
鼓
、
亦
禁
邪
而
制
放
。
要
群
達
而
理
畢
、
故
無
取
乎
冗
長
。

も

っ
と
も
劉
鋸
は
、
「
序
志
」
篇
に
於
い
て
こ
の

「
論
文
」
「
文
賦
」
'を
酷
評
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

「魏
典
密
而
不
周
」
「
陸
賦
巧
而
砕
齪
」

と
言

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
畢
げ
た
曹
　

・
陸
機
の
文
腱
別
の
創
作
法
則
は
、
い
ず
れ
も
核
心
を
突
い
た
提
示
で
あ
り
、
普

遍
的
な
償
値
を
持

つ
創
作
論
で
も
あ
る
。
そ
し
て
就
中

「文
賦
」
の
所
論
は
、
劉
鋸
が
そ
の
経
學
的
文
膣
起
源
論

(
既
見
〉
か
ら
露
納
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し
た
次
の
詩
文
の
創
作
法
則
と
本
質
的
に
は
殆
翼

な
る
所
が
な
炮

す
な
わ
ち
劉
麗
は
・
前
述
の
ご
と
く
各
種
文
膣
の
起
源
が
い
ず

れ
も
五
経
に
在
る
こ
と
を
提
唱
し
た
後
、
こ
れ
に
引
き

つ
づ
い
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

故
文
能
宗
経
、
髄
有
六
義
。

一
則
情
深
而
不
説
、
二
則
風
清
而
不
雑
、
三
則
事
信
而
不
誕
、
四
則
義
貞
而
不
回
、
五
則
膿
約
而
不

蕪
、
六
則
文
麗
而
不
淫
。
(宗
経
)

こ
の
劉
魏

の
所
謂

「
六
義
」
は
、
こ
れ
を
創
作
的
観
貼
か
ら
煎
じ
詰
め
た
場
合
、
要
す
る
に

「文
賦
」
に
所
謂

「
難
匿
分
之
在
舷
、
亦

凛

邪
而
制
放
。
要
餅
達
而
理
畢
、
故
無
取
乎
冗
長
」
と
か
う
総
括
的
美
文
法
則
の
細
則
に
過
ぎ
な
い
O

ま
た
、
『
文
心
雛
龍
』
以
後
に
出
現
し
た
文
禮
論
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

梁
の
昭
明
太
子
瀟
統
の

『
文
選
』
序
も
亦
た
、

劉
劔

の
儒

學
的
文
學
起
源
論
の
よ
う
な
原
黙
回
蹄
を
志
向
す
る
文
學
観
と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
薫
統
は
、
原
鮎
回
蹄
的
な
文

學
起
源
論
で
は
な
く
、
詩
文
は

「
随
時
攣
改
」
と
い
う
前
向
き
の
文
學
獲
展
論
に
專
ら
立
脚
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

若
夫
椎
輪
爲
大
轄
之
始
、
大
轄
寧
有
椎
輪
之
質
。
増
泳
爲
積
水
所
成
、
積
水
曾
微
増
泳
之
凛
。
何
哉
。
蓋
踵
其
事
而
増
華
、
攣
其

本
而
加
属
。
物
既
有
之
、
文
亦
宜
然
。

そ

し
て
彼
は
、

こ
の
観
貼
に
立

っ
て
、
以
後

「賦
」
「
詩
」
「
論
」
「
銘
」

等
三
十
種
前
後
の
文
膣
の
生
成
を
論
じ
て
、

各
種
文
膣
は
い

ず
れ
も
過
去
と
關
わ
り
な
く
、
作
者
の
創
作
目
的
に
即
鷹
し
て
次
々
と
そ
の

「
源
流
」
が
出
現
し
た
の
だ
、
'と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の

薫
統
の
文
膣
生
成
論
は
、
各
種
文
膣
の
歴
史
的
な
出
現
實
態
に
即
し
た
現
實
的
見
解
で
あ
り
、
き
わ
め
て
説
得
力
に
富
む
客
観
的
卓
説

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
通
覧
し
た
ご
と
く
、
曹
丕

の

『
典
論
』
論
文

・
陸
機
の

「文
賦
」
か
ら
薫
統
の

『
文
選
』
序
に
至
る

一
聯

の
文
膿
論
は
、
僻

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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賦

・
詩
歌
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
文
膿
の
傳
統
的
創
作
路
線
の
延
長
線
上
に
あ
る
も

の
で
あ
り
、
純
然
た
る
創
作
美
學
を
基
盤
に
し
て

構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
文
膣
論
か
ら
蹄
納
さ
れ
た
純
藝
術
的
創
作
法
則
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
畢
覚
劉
魏
の
提

唱
し
た
儒
學
的
創
作
法
則
と
本
質
的
に
は
殆
ど
同
質
の
も
の
で
あ

っ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
劉
鋸
の
儒
學
的
文
燈
起
源
論
に
は
著
し
く
不
合
理
な
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
劉
麗
は
楚
僻
を

「
雅
碩
之
博
徒
、
而
詞

賦
之
英
傑
也
」
と
言
い

(辮
騒
)、
賦
を

「受
命
於
詩
人
、
而
拓
宇
於
楚
僻
也
」
と
言
い

(
詮
賦
)
、
五
言
詩
に
就
い
て
も

「
若
夫
四
言

正
腱
、
則
雅
潤
爲
本
。

五
言
流
調
、
則
清
麗
居
宗
」
と
言

っ
て
い
る
が

(
明
詩
)
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
所
論
は
、

明
ら
か
に
文
燈
生
成

の
實
態
を
無
覗
し
た
観
念
的
強
辮
で
あ
る
。
思
う
に
、
も
し
劉
魏
が
、
か
の

『文
選
』
序
の
ご
と
く
、
群
賦
や
五
言
詩
を

『詩
経
』
と

切

り
離
し
て
そ
の
文
學
論
を
展
開
し
て
い
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
更
に
理
路
整
然
た
る
部
現
實
的
文
學
論
を
構
築
す
る

こ
と
が
で
き
た
は

ず

で
あ
る
。
そ
し
て
彼
が
こ
れ
を
可
能
に
す
る
基
盤
は
、
す
で
に

『典
論
』
論
文

・
「
文
賦
」

の
中
に
包
藏
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
劉
麗
は
、

わ
ざ
わ
ざ
此
の
時
期
に
、

詩
文
創
作
の
具
燈
的
原
黙
を

「
聖
人
」
に
求
め
、
「
五
経
」
に
求
め
る
必
要
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
劉
魏
よ
り
些
か
遡
る
劉
宋
時
代
に
は
、
す
で
に

「
聖
人
」
を

「
自
然
之
道
」

の
感

得
者
と
す
る
藝
術

思
想
が
確
か
に
出
現
し
て
い
た
。
次
に
畢
げ
る
宗
嫡
の

「書
山
水
序
」
の
所
論
が
、
す
な
わ
ち
そ
れ
で
あ
る
。

聖
人
含
道
暎
物
、
賢
者
澄
懐
味
像
。
至
於
山
水
、
質
有
而
趣
露
。
…
…
夫
聖
人
以
神
法
道
、
而
賢
者
通
。
山
水
以
形
媚
道
、
而
仁

者
樂
。
不
亦
幾
乎
。
(『
歴
代
名
書
記
』
巻
六
)

し
か
し
、
宗
嫡
の
所
謂

「
聖
人
」
は
、
霊
妙
な
天
地
の

「道
」
を
膿
得
し
、
且
つ
そ
の

「
道
」
を
具
現
化
し
た

「
山
水
」
の
璽
氣
を
感

知

し
得
る
偉
大
な
存
在
で
は
あ

っ
て
も
、
決
し
て
そ
の

「道
」
を
實
際
に
給
書
に
再
現
し
得
る
理
想
的
な
亘
匠
で
は
な
い
。
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然
る
に
、
こ
れ
を
更
に
高
揚
さ
せ
て
、
「
聖
人
」
が
編
述
し
た

「
五
経
」
を
明
確
に
各
種
文
腱
の
起
源
と
論
定
し
た
も
の
は
、

正

に

『
文
心
雛
龍
』
「
宗
経
」
篇
を
以
て
嗜
矢
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
劉
麗
の
五
経
起
源
説
こ
そ
は
、
・『
文
心
雛
龍
』
全
篇
の
詩
文
創
作
論

を
支
・兄
る

一
大
基
盤
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
劉
魏
が
敢
え
て
か
か
る
牽
強
附
會

な
文
盟
起
源
説
を

提

唱
し
て
來
た
背
後
に
は
、
或
る
強
烈
な
彼
の
意
圖
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
推
知
せ
し
め
る
。

五

劉
劔
が
各
種
文
髄
の
起
源
を

「
五
経
」
に
求
め
、
こ
の

「
五
経
」
と
詩
文
の
藝
術
美
と
を
密
接
に
關
聯
づ
け
よ
う
と
し
た
意
圖
に
就

い
て
、
わ
れ
わ
れ
が

こ
れ
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
場
合
、
ま
ず
直
ち
に
想
到
す
る
も
の
は
、
次
の
劉
魏
自
身
の
言
葉
で
あ
る
。
す
な
わ

ち

『
文
心
雛
龍
』
「序
志
」
篇
に
は
言
う
。

唯
文
章
之
用
、
實
経
典
枝
條
、
五
禮
資
之
以
成
、

六
典
因
之
致
用
、

君
臣
所
以
姻
燥
、

軍
國
所
以
昭
明
。

詳
其
本
源
、
莫
非
経

、典
。
而
去
聖
久
遠
、
文
燈
解
散
、
僻
人
愛
奇
、
言
貴
浮
誰
、
飾
羽
尚
書
、
文
繍
撃
幌
、
離
本
彌
甚
、
將
途
詑
濫
。
蓋

『
周
書
』
論

僻
、
貴
乎
燈
要
、
尼
父
陳
訓
、
悪
乎
異
端
。
僻
訓
之
異
、
宜
髄
於
要
。
於
是
搦
筆
和
墨
、
.乃
始
論
文
。
、

ま
た

「
通
攣
」
篇
に
も
言
う
。

練
青
濯
緯
、
必
蹄
藍
構
。
矯
記
翻
淺
、
還
宗
経
諮
。

こ
れ
ら
の
劉
魏
の
所
論
は
、
前
述
の

『文
選
』
序
に
見
た
前
向
き
の
詩
文
褒
展
分
化
論
と
は
全
く
樹
瞭
的
な
文
學
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ

ゐ
ガ
ハ
巴
に
か
く
こ
れ
ら
の
劉
鋸
自
身
の
言
葉
に
擦
る
か
ぎ
り
、
彼
は
、
當
時
の
俗
流
文
人
た
ち
の

「
浮
誰
」
「
靴
濫
」
な
創
作
傾
向
を
矯

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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正
す

る
た
め
に
、
詩
文
の
藝
術
美
の
基
本
的
典
型
で
あ
る

「
経
典
」

へ
の
回
蹄
を
提
唱
し
、
要
求
し
た
わ
け
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
劉
魏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
が

『
文
心
雛
龍
』
を
撰
述
し
た
六
朝
末
期
に
は
、
過
度
に
新
奇
を
街

い
技
巧
を
弄
す
る

創
作
風
潮
が
、
俗
流
文
人
た
ち
の
間
に
彌
漫
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
彼
が
嫌
悪
し
た
當
時
の

「説
巧
」
な
俗
風
と
い
う

の
は
、
彼
の
言
葉
を
借
り
て
こ
れ
を
具
盟
的
に
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。

自
近
代
僻
人
、
率
好
説
巧
。
…
…
敷
奇
之
法
、
必
顛
倒
文
句
、
上
字
而
抑
下
、
中
僻
冗
出
外
。
回
互
不
常
、
則
新
色
耳
。
(定
勢
)

し
か
し
な
が
ら
、
劉
鋸
が
指
摘
す
る
よ
う
な
詩
文
創
作
の
堕
落
現
象
は
、
古
來
い
ず
れ
の
時
代
に
も
多
か
れ
少
な

か
れ
出
現
し
た
は

ず

で
あ

っ
て
、
か
か
る

「説
巧
」
な
俗
風
に
封
す
る
警
告
は
、

す
で

に
西
否
の
陸
機
の

「文
賦
」
に
於
い
て

も
見
ら
れ

た
所
で
あ

っ

た
。
そ
の
事
に
就
い
て
陸
機
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

或
仰
逼
於
先
條
、
或
傭
侵
於
後
章
。
或
僻
害
而
理
比
、
或
言
順
而
義
妨
。
離
之
則
雌
又美
、
合
之
則
爾
傷
。
考
殿
最
於
錨
鉄
、
定
去
留

於
毫
芒
。
筍
鎗
衡
之
所
裁
、
固
鷹
縄
其
必
當
。

そ

し
て
、
こ
の
陸
機
の
當
代
文
人
に
封
す
る
警
告
は
、
決
し
て

「経
典
」
に
依
擦
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
專
ら
彼
の
純
文

藝

的
審
美
感
に
立
脚
し
て
獲
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
上
文
に
論
述
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
た
、
漢
魏
六
朝
時
代
を
通
じ
て
、
歴
代
の
知
識
階
層
が
傳
統
的
に
持

っ
て
い
た
詩
文
の
債
値
観
も
、
お
お
む
ね

「
経
典
」
と
は
疎

遠
な
も
の
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
梁
の
薫
統
の

『文
選
』
序
は
、
上
述
の
ご
と
く
三
十
種
前
後
の
文
膣
に
就
い
て
逐

一
そ
の
特
質
と
來

由
を
論
述
し
た
後
、
こ
れ
ら
各
種
文
膣
に
封
す
る
作
者
の
債
値
観
を
概
説
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

警
陶
鞄
異
器
、
並
爲
入
耳
之
娯
、
襯
散
不
同
、
倶
爲
悦
目
之
玩
。
作
者
之
致
、
蓋
云
備
　
。
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こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
當
時
の
知
識
階
層
に
と

っ
て
は
、
詩
文
は
娯
玩
の
具
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
薫
統
の
こ
の
見
解
が
極
論

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
漢
魏
六
朝
時
代
に
於
け
る
知
識
階
層
の
詩
文
債
値
観
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
と
大
同
小
異
で
あ

っ
た
と
了
解
し
て

よ

い
。
そ
し
て
、
こ
の
悦
樂
的
詩
文
便
値
観
は
、
遠
く
楚
漢
の
僻
賦

・
詩
歌
の
創
作
環
境
、
鑑
賞
態
度
に
直
接
遡
源

し
得
る
性
格
の
も

の
で
あ

っ
た
。

以
上
の
ご
と
き
漢
魏
六
朝
時
代
の
詩
文
創
作
観

・
文
學
贋
値
観
だ
け
か
ら
見
た
場
合
、
劉
劔
が
當
時
の
詩
文
創
作

の
堕
落
傾
向
を
矯

正
す
る
た
め
に
、
仰
々
し
く

「
五
経
」
を
持
ち
出
し
、
こ
の

「
五
経
」
を
各
種
文
膿
の
淵
源
と
見
敬
し
た
こ
と
は
、

い
か
に
も
唐
突
で

あ

り
、
ま
た
不
自
然
で
も
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
南
齊
末
葉
に
、
劉
親
が
、
わ
ざ
わ
ざ
詩
文
の
藝
術
美
の
淵
源
を

「
五
経
」
に
求
め
た

眞

の
意
圖
は
、
彼
の
所
謂

「
矯
設
翻
淺
、
還
宗
経
詰
」

に
在

っ
た
の
で
は
な
く
て
、
實
は
他
に
在

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
私
は
こ
の
よ

う

な
疑
問
を
強
く
懐
か
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て

『文
心
雛
龍
』
の

「
序
志
」
篇
を
讃
み
な
お
し
て
み
る
と
、
本
書
撰
著
の
動
機
を
述
べ
た
部
分
に
は
、
不
必

要

な
ほ
ど
孔
子
を
敬
慕
す
る
言
蹴
が
多
く
見
え
る
。
そ
の

一
例
を
摘
出
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

予
生
七
齢
、
乃
夢
彩
雲
若
錦
、
則
墓
而
採
之
。
歯
在
喩
立
、
則
嘗
夜
夢
執
丹
漆
之
禮
器
、
随
仲
尼
而
南
行
。
旦
而
磨
、
廼
恰
然
而

喜
。
大
哉
聖
人
之
難
見
哉
、
乃
小
子
之
垂
夢
歎
。

自
生
人
以
來
、
未
有
如
夫
子
者
也
。
敷
讃
聖
旨
、
莫
若
注
経
。
而
馬
鄭
諸
儒
、
弘
之
已
精
。
就
有
深
解
、
未
足
立
家
。

か
く
て
劉
鋸
は
、
「
貴
乎
膣
要
」
「
悪
乎
異
端
」
と
い
う
聖
人
の
教
訓
を
遵
承
し
て

『
文
心
雛
龍
』
を
撰
述
し
た
の
だ
が
、
な
ぜ
彼
は
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
分
の
孔
子
禮
讃
ぶ
り
を
強
調
し
た
の
か
。

「『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

思
う
に
、
こ
の
よ
う
な
劉
鋸
の
意
識
的
な
孔
教
禮
讃
の
背
景
に
は
、
南
齊
武
帝
の
永
明
年
間

(
四
八
三
-
四
九
三
年
)
に
於
け
る
儒

教

重
覗
政
策
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

『南
齊
書
』
劉
獄

・
陸
澄
傳
論
は
、
古
來
の
儒
教
攣
遷
史
を
概
観

し
て
、
否

.
宋
二

代

の
儒
教
衰
潜
期
の
後
、
南
齊
武
帝
に
至
り
、
儒
教
が
大
い
に
興
薩
し
た
こ
と
を
記

七
て
次
の
ビ
と
く
言
う
一

永
明
纂
襲
、
克
隆
均
校
、
王
倹
爲
輔
、
長
於
経
禮
、
朝
廷
仰
其
風
、
冑
子
観
其
則
。
由
是
家
尋
孔
教
、
人
諦
儒

書
、
執
巻
欣
欣
、

此
焉
彌
盛
。

そ
し
て
、
そ

の
後
数
年
を
経
た
東
昏
侯
の
時

(
四
九
九
-
五
○

一
年
)
、
恐
ら
く
劉
鋸
は

『文
心
雛
龍
』
を
睨
稿
し
た
と
推
定
さ

れ

る

が
、
彼
は
、
當
時
の
儒
撤
の
盛
況
を
賛
揚
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。

今
聖
歴
方
興
、
文
思
光
被
。
…
…
経
典
禮
章
、
跨
周
礫
漢
、
唐
虞
之
文
、
其
鼎
盛
乎
。
(時
序
)

彼

の
こ
の
貧
僻
は
、
も
ち
ろ
ん
非
常
な
過
褒
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
東
昏
侯
に
就
い
て
の
後
世
史
書
の
記
述
か
ら
聯
想
す

る
ほ
ど
に
全
く
の
虚
構
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
儒
教
重
視
政
策
は
、
南
齊
以
後
も
、
佛
教

・
玄
學
に
優
先
し

〒て
、
梁
の
武
帝
の
政
策
に
引
き
縫
が
れ
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
『
梁
書
』
儒
林
傳
序
に
言
う
。

高
狙

(
武
帝
)
有
天
下
、
深
慈
之
、
詔
求
碩
學
、
治
五
禮
、
定
六
律
、
改
斗
暦
、
庄
権
衡
。
天
監
四
年

(五
〇
五
)、
詔
日
、
「
二

漢
登
賢
、
莫
非
経
術
、
服
庸
雅
道
、
名
立
行
成
。
魏
巫日
浮
蕩
、

儒
教
倫
歌
、
風
節
岡
樹
、

抑
此
之
由
。

験
日
戻
罷
朝
、

思
聞
俊

異
、
牧
士
得
人
、
實
惟
酪
奨
。
可
置
五
経
博
士
各

一
人
「
廣
欄
館
宇
、
招
内
後
進
。
隔

(
12
)

亡
の
序
文
は
、隔
か
か
る
梁
の
武
帝
の
儒
教
優
先
政
策
の
實
情
を
傳
え
る
記
録
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
南
齊
時
代
の
儒
教
重
覗
政
策
の
下
、
劉
魏
を
し
て

『
文
心
雛
龍
』
撰
述
に
騙
り
立
て
た
直
接
の
契
機
は
、
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私

の
見
る
乏
ヒ

ろ
、
沈
約
の

『
宋
書
』
謝
霞
運
傳
論
に
よ
る
強
烈
な
啓
獲
に
在

っ
た
ら
し
い
。
沈
約
が

『
宋
霊
置

の
紀
傳
七
十
巻
を
完

成
し
た
時
期
は
、
南
齊
武
帝
の
永
明
六
年

(
四
八
八
年
)
二
月
で
あ

っ
て
、
劉
盤
が

『
文
心
雛
龍
』
を
睨
稿
し
た
南
齊
末
年
よ
り
約
十

年
以
前
の
時
に
當
た
る
。
そ
し
て
劉
麗
は
、
『
文
心
雛
龍
』
撰
述
以
前
に
、
確
實
に
こ
の

『
宋
書
』
謝
霊
運
傳
論
を
閲
讃
し
て
い
た
。
そ

の
謹
披
は
、
も
ち
ろ
ん
爾
者
間
に
於
け
る
幾
つ
か
の
内
容
の
共
通
黙
か
ら
も
看
取
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
後
述
に
回
し
て
、
今
取

り
あ
え
ず
爾
者
間
に
於
け
る
表
現

の
相
似
黙
を
若
干
列
畢
す
れ
ば
、
次
の
ご
と
き
事
例
が
あ
る
。

○
自
漢
至
魏
、
四
百
鯨
年
。
僻
人
才
子
、
文
禮
三
攣
。
(謝
蜜
運
傳
論
)

髪
自
漢
室
、
迄
至
成
哀
、
錐
世
漸
百
齢
、
僻
人
九
攣
。
(時
序
)

○
爲
學
窮
於
柱
下
、
博
物
止
乎
七
篇
。

(謝
蜜
運
傳
論
)

詩
必
柱
下
之
旨
蹄
、
賦
乃
漆
園
之
義
疏
。
(時
序
)

「
僻
人
九
攣
」
と
言
い

「
柱
下
」
「
漆
園
」

と
言
い
、

こ
れ
ら
劉
魏
の
表
現
は
、

恐
ら
く
沈
約
の
文
章
を
下
敷
に
し
な
け
れ
ば
想
出
で

き

な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
『宋
書
』
謝
盤
運
傳
論
の
内
容
に
就
い
て
検
討
す
れ
ば
、
沈
約
は
、
そ
の
冒
頭
に
於

い
て
詩
歌
の
獲
生
す

る
原
由
を
論

述

し

て
次
の
ご
と
く
言
う
。

民
稟
天
地
之
霞
、
含
五
常
之
徳
、'
側
柔
迭
用
、
喜
偲
分
情
。
夫
志
動
於
中
、
r則
歌
詠
外
稜
。

六
義
所
因
声
【四
始
仮
繋
、

升
降
謳

謡
、
紛
披
風
什
。
錐
虞
夏
以
前
、
遺
文
不
観
、
票
氣
懐
霊
、
理
或
無
異
。
然
則
歌
詠
所
興
、
宜
自
生
民
始
也
。

沈
約
の
こ
の
詩
歌
起
源
論
は
、
も
ち
ろ
ん
部
分
的
に
は

『
毛
詩
』
大
序
を
は
じ
め
若
干
の
古
典
の
語
句
に
依
擦
し
て

い
る
。
し
か
し
な

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美
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中
國
文
學
論
集

,
第
十
三
號

が
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
沈
約
の
こ
の
論
説
の
基
底
に
、
密
接
な
因
果
關
係
を
以
て

「自
然
之
道
」
と

「
経
典
」
と
を
結
び
り
け
轟
儒
教

的
文
學
観
が
既
に
存
在
し
て
い
た
事
實
を
、
始
め
て
明
確
に
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
13
)

さ
ら
に
、
こ
の
序
説
の
直
後
に
つ
づ
く
沈
約
の
漢
魏
六
朝
詩
賦
史
の
概
観
は
、
た
し
か
に
劉
宋
の
檀
道
鶯

『
績
否
陽
秋
』

の
所
説
に

基
づ
き
、
そ
れ
を
骨
子
と
し
た
論
説
で
は
あ
る
が
、
沈
約
の
こ
の
詩
賦
史
観
が
劉
魏
の
文
學
史
観
に
與
え
た
影
響
は
、
正
に
決
定
的
で

あ

っ
た
。
就
中
、
漢

・
魏
時
代
の
清
僻
麗
曲
が

『
詩
経
』
と

『
楚
僻
』
を
濫
鵤
と
し
、
規
範
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
、
と
い
う
沈
約
の

文
學
史
観
や
、
晋

・
宋
時
代
の
玄
風
に
封
す
る
沈
約
の
批
判
的
見
解
、
そ
し
て

「文
」
と

「質
」
、
「
情
」
と

「
文
」

を
並
立
さ
せ
て
詩

文
創
作
を
考
察
す
る
沈
約
の
美
學
的
交
藝
観
等
は
、
い
ず
れ
も

『
文
心
雛
龍
』
全
篇
の
所
論
を
終
始
引
導
し
た
重
要
な
文
學
理
念
で
あ

っ
た
。

そ
の
他
、
謝
霞
運
傳
論
の
最
後
に
附
記
さ
れ
た
沈
約
の
晋
律
論
も
、
恐
ら
く
劉
魏
が

『文
心
雛
龍
』
五
十
篇
中
に
特
に

「聲
律
」

一

篇

を
設
け
た

一
大
契
機
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の

「
聲
律
」
篇
の
論
旨
を
方
向
づ
け
る
有
力
な
指
針
と
も
な

っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
劉
魏
が
各
種
文
膿
の
起
源
を

「
五
経
」
に
求
め
、
こ
の

「
五
経
」
と
詩
文
の
藝
術
美
と
を
密
接
な
因
果
關
係
で

結
び

つ
け
よ
う
と
し
た
眞
の
意
圖
、
延
い
て
は
彼
が

『
文
心
離
龍
』
を
撰
述
し
よ
う
と
し
た
眞
の
意
圖
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
沈
約
の

詩
賦
観

.
詩
賦
史
観
等
に
立
脚
し
て
、
そ
の
沈
約
の
詩
賦
理
念
を
更
に
詩
文
全
般
に
敷
術
し
組
織
化
し
、
以
て
詳
細
精
密
な

一
大
創
作

理
論
大
系
を
構
築
し
ょ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
ま
た
、
劉
魏
が
み
ず
か
ら
の
文
論
の
根
底
に
儒
學

の

「
五
経
」
を
据

え

る
こ
と
は
、

彼
が
當
時
の
官
界
に
進
出
す
る
の
に
當
面
最
も
有
効
な
手
段
で
も
あ

っ
た
。

『
梁
書
』
文
學
傳
下
の
本
傳
に
は
次
の
こ
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と

く

言

う

。

初
、
魏
撰

『文
心
雛
龍
』
五
十
篇
、
論
古
今
文
禮
、
引
而
次
之
。
…
…
既
成
、
未
爲
時
流
所
構
。
鋸
自
重
其
文
、
欲

取

定

於

沈

約
。
約
時
貴
盛
、
無
由
自
達
。
乃
負
其
書
、
候
約
出
、
干
之
於
車
前
、
状
若
貨
鷺
者
。
約
便
命
取
讃
、
大
重
之
、
謂

爲

深

得

文

理
、
常
陳
諸
几
案
。

『
文
心
雛
龍
』
五
十
篇
は
、
沈
約
に
こ
れ
を
閲
讃
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
劉
鶴
に
と

っ
て
全
く
無
意
味
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

注

・・

(
1
)
楊
明
照

「從

『
文
心
離
龍

・
原
道

・
序

志
』

雨
篇
看
劉

麗
的

思

想

」
(
香
港
涯
文

閣
書

店
刊

『文

心
離
龍
研
究

論
文

集

(初
編

)
』

五

一
頁
。
)

(
2
)
察

鍾
翔

「
論
劉
魏
的

"
自
然
之
道
"
」

(
一
九
八
三
年
、

濟
南
齊

魯

書
社
刊

『
文
心
離
龍
學
刊
』
第

一
輯

一
三
八
ー

一
五
五
頁
。
)

(
3
)
王
元
化

「
劉
麗
的
文

學
起
源
論
與
文
學
創
作
論

」
(
一
九

七
九
年

、

上
海
古
籍

出
版
社
列
王
元
化
著

『
文

心
離
龍
創
作
論

』
四
八
頁
。
)

・
同

「文

心
離
龍
研
究
的
若
干
問
題
」
(
一
九

八
三

年

、
九

州
大

學
中
國
文

學
會
刊

『
中
國
文
學
論
集
』
第
十

二
號
七
頁
。
)

(
4
)

『
顔
氏
家
訓
』
文
章
篇

に
言
う
、
「
夫
文
章
者
、

原
出
五
経
。

詔

命
策
激
、
生
於

『
書
』
者
也
。
序
述
論
議

、
生
於

『
易
』
者
也
。

歌
詠
賦
頒
、

生
於

『
詩
』

老
也

。

祭

祀
哀
諌

、

生
於

『
禮

』
者

『文
心
離
龍
』
に
お
け
る
五
経
と
文
筆
美

(
一
九

八
四
年
十
月

二
十
日
)

也
。
書

奏
箴
銘
、
生

於

『
春

秋
』
者
也

。」

(
5
)
青
木
正
児

『
新
課
楚
僻
』
(
一
九
五
七
年

、

東
京

、

春
秋
社
刊
)

一
八
ー

一
九

頁
。

(
6
)
以
上

の
詳
し

い
論

謹
は
、
岡
村
繁

「
楚
僻

と
屈
原
ー

ヒ
ー

ロ
ー
と

作
者
と
の
分
離

に

つ

い

て
「
」
(
一
九

六
六
年

、
『
日
本
中
國
學

會

報
』
第

十
八
集

八
六
=

一
0

一
頁

)

・
同

「
橘
頚

の
出
現
ー
楚

僻

騒
豊
文
學

の
分
裂
現
象
1
」
(
一
九
七
九
年

、
『
森

三
樹

三
郎
博

士

頒
壽
記
念
東
洋
學
論
集
』

二
五
五
ー

二
七
0
頁

)
を
請
見

。

(
7
)
岡
村
繁

「漢

初
に
お
け

る
僻

賦
文

學

の
動

向
」

(
一
九

七
二
年
、

鳥

居
久
靖
先
生
華
甲
記
念

論
集

『
中

國

の
言
語
と
文
學
』

四
七
ー

七

二
頁
。
)

(
8
)
例
え
ば
、
次

の
よ
う
な

『
楚
漢
春
秋
』

の
記
事
も

、
恐

ら
く
事
実

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
史
記
』
『
漢
書

』
共

に
載

録
し
て
い
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中
國
文
學
論
集

第
十
三
號

な

い
。
恵
帝
崩
。
呂
太
后
欲
爲

高
墳
、
使

從
未
央
宮

而
見

之
。
諸
將
諌

不
許
。
東
陽
侯
垂
泣
日
、
「
陛
下
見
恵
帝
家
、
悲

哀
流
涕
無

巳
。

是

傷
生

也
。
臣
矯
哀
之

。
」
太
后

乃
止

。
東
陽
侯

、
張
相
如
也

。

(
『
太
平
御

覧
』
四
五
七
引

)

(
9
)
『
漢
書
』
高
祖
紀
下

・
劉
敬
傳
。

(
10
)
以
上

の
詳
し

い
論
澄
は
、
岡
村
繁

「
五
言
詩

の
文

學
的
定
着

の
過

程
」

(
一
九
七

一
年
、
『
九
州
中
國
學
會

報
』
第

十
七
巻

一
!

二
二

頁
)
を
請
見
。

(
11
)
「
文

賦
」

の
文

禮
法
則

の
内
、

た

だ

「
説
」
に
封

し
て
だ
け
は
、

『文

心
雛
龍
』
論
説
篇

に
劉
麗

は
次

の
ご
と
く
批

到
し
て

い
る
。

披

肝
謄

以
献

主
、
飛
文
敏

以
濟
僻

、
此

「
説
」
之

本
也

。
而

陸

氏
直
構

「
説
偉
曄
以
講
証
」
、
何
哉
。

蓋

し
、
劉
魏

は
、
陸
機

の
言
葉
が
舌
足
ら
ず

で
あ

る
こ
と
を
詰
責

し
た
の
で
あ

ろ
う
。
「
直
稻
」

の

「
直
」
字
が
、

そ

の
語
氣
を
表

示

し
て
い
る
。

(
12
)
張

少
康

「
『
文

心
離
龍
』
的
原
道
論
ー
劉
鶴
文

學
思
想

的
歴
史
淵

源
研
究
之

一
1
」

(
一
九

八
三
年
、

濟
南
齊
魯
書
社
刊

『
文
心
離

龍
學
刊
』
第

一
輯

一
六
七
頁
。
)

(
13
)
『
世
説
新
語

』
文

學
篇

・
劉
注
引
。

〔
附
記

〕
本
稿

は
、

一
九

八
四
年

一
一
月

二
三
日
、
上
海
復

旦
大
学

で
開

催

さ
れ
た
中

日
學
者

『
文

心
雛
龍
』
學
術
討
論
會

に
お
け

る
研

究
発
表

の
原
稿

で
あ

る
。
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